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ITOCHU ENEX TEAM IMPUL

　予選日は朝から雲が少なく青空が広がります。フリー走行が始まった9時40分の気温は26℃と涼しく感じるものでし
た。しかしそれから夏の日差しが容赦なくふりそそぎ、公式予選が始まる14時30分には32℃にまで上昇します。

　予選は通常通りノックアウト方式のQ1～Q3で争われました。20分間のQ1では、出走全19台から14台にしぼられます。
予定通り、14時30分にスタートしました。
　セッションが始まると各車が一斉にコースイン。ITOCHU ENEX TEAM IMPULの2台もNo.19の関口雄飛、No.20の平川
亮と続けてコースに入りました。スーパーフォーミュラではタイヤウォーマーの使用が禁止されていることに加え、Q1で
はミディアムタイヤを装着することが義務付けられているため、コース上でしっかりとタイヤを温めます。残り時間14分
ぐらいから、各チームとも最初のアタックに入りました。そして関口が1'33.876の6番手、平川は1'33.853で5番手のタイ
ムをマーク。一旦ピットに戻り、2セット目のミディアムタイヤに履きかえ、次のアタックに備えます。
　残り時間7分となったところでITOCHU ENEX TEAM IMPUL再び動き出します。まずはNo.19関口が、30秒ほどあいだ
を開けてNo.20平川がコースに入ります。きちんとタイヤを温めてから、2度目のアタック！ チェッカーフラッグを受けな
がら刻んだ関口のタイムは1'33.814。タイムアップはしたのですが、満足のゆくものとは程遠く、16位に終わりQ2進出は
なりませんでした。しかしその約30秒後、チェッカーを受けた平川のタイムは1'32.751！ 1秒以上もタイムを縮め、2番手
でQ2進出を果たします。
　10分のインターバルをはさみ、ソフトタイヤに履き替えて迎えたQ2。14台から8台へと絞り込みます。Q2は7分間。セ
ッションがスタートすると平川はすぐにコースインします。セッションタイム残り1分。平川のアタックラップのタイムは
1'32.033ときっちりとQ1のタイムを縮め暫定で3番手のタイムをマークました。しかし、その後チェッカーフラッグを受け
た各車が次々に1分31秒台をマークし、8番手までを占めてしまいます。平川は9位となり、惜しくもQ3進出はなりません
でした。
　予選終了後、チームはピットストップのタイミングなどのレース戦略を綿密に話し合い、翌日の決勝での挽回を期し
ます。

8/18（土）公式予選 天候：晴れ　コース：ドライ
気温／路面温度：Q1開始32℃／42℃

チームの総力を結集し、平川が殊勲の2位
No.19   関口  雄飛  Yuhi Sekiguchi
No.20   平川 亮  Ryo Hirakawa

ツインリンクもてぎ

1周 4.801km

　全日本スーパーフォーミュラ選手権第5戦、「ツインリンクもてぎ2&4レー
ス」が、栃木県のツインリンクもてぎで開催されました。前戦を終えた時点
で、ITOCHU ENEX TEAM IMPULはNo.19関口雄飛がポイントランキング4
位、No.20平川亮が8位に着けています。
　予選は快晴、決勝は薄曇りと天候にも恵まれ、立秋の時期とはいえ気温
30℃を超える真夏日となりました。サマーシーズンを締めくくるのにふさわ
しい天候です。今回は国内最速のバイクレース、JSB1000クラスと併催さ
れたこともあって、サーキットは両日ともに多くのファンが集まりました。



　決勝日の空は薄い雲が広がった曇り。F3の決勝レースが8時25分
にスタートし、ツインリンクもてぎは朝一番からレースに染まります。
JSB1000のフリー走行後には前戦の富士と同じく、来シーズンから導
入される新型シャシー「ダラーラSF19」のデモンストレーション走行
が行なわれ、ファンを盛り上げました。そして午後。JSB1000が二輪の
国内最速レースを見せると、四輪の国内最速レースであるスーパーフ
ォーミュラの決勝に向けて観衆も期待感が高まります。

　定刻通り、決勝レースは14時15分にフォーメーションラップが開始。ITOCHU ENEX TEAM IMPULはNo.20平川亮が9
番グリッドから、No.19関口雄飛は16番グリッドから巻き返しを図ります。両者ともにソフトタイヤを選択しました。全
車が再びグリッドに着いた14時18分57秒、シグナルがブラックアウトしてレースがスタート！
　平川はスタートでNo.17塚越広大選手（REAL  RACING）の前に出たかと思うと、ヘアピンでNo.4山下健太選手
（KONDO RACING）をインからかわし、オープニングラップで7位となって2ポジションアップ。続く2周目の3コーナー
ではNo.3ニック・キャシディ選手（KONDO RACING）のインに飛びこんで6位。3周目も3コーナーでNo.16山本尚貴選手
（TEAM MUGEN）のインを差して5位。4周目、90度コーナーの出口でNo.64ナレイン・カーティケヤン選手
（TCS NAKAJIMA RACING）の右に並んだかと思うと、続く11コーナーでアウトからかぶせて前に出て4位！ なんと4周
連続でオーバーテイクするという離れ業を見せました。しかもこのショーはまだまだ終わりません。
　6周目にはNo.5野尻智紀選手（DOCOMO TEAM DANDELION RACING）の真後ろに張りついてテールトゥノーズ。7周
目のダウンヒルストレートから最終のヴィクトリーコーナーにかけては2台ともオーバーテイクボタンを使いながらのつ
ばぜり合いを見せ、8周目に入った1コーナーで平川がズバッとインに飛びこんで3位に浮上します。観客が平川の見せる
怒涛の走りに見惚れているあいだ、後方では関口もスタートからポジションを上げ、9周目の90度コーナーではNo.4山
下選手のインを差して10位にまで上がってきました。

8/19（日）決勝
天候：曇り　コース：ドライ
気温／路面温度：30℃／42℃
決勝レース距離4.801km×52Laps＝249.652km



　レースが10周目に入ったあたりから、タイヤ交換のためピットインをするチームが出てきました。平川はペースを緩め
ず、12周目には前をゆくNo.1石浦宏明選手（JMS P.MU/CERUMO・INGING）に追いつき、13周目にはトップのNo.6松下
信治選手（DOCOMO TEAM DANDELION RACING）との三つ巴の争いにまで持ち込みます。しかしさすがに上位2台は簡
単には抜かせてくれません。平川は3位のまま15周目にピットに入り、ソフトからソフトへのタイヤ交換と給油をしました。
9番グリッドから勝つための、2ストップ作戦です。
　平川は12.8秒でピットアウトし、関口よりも後方の13位にまで順位を下げます。しかし平川の集中力はさらに研ぎ澄ま
され、再び追い上げ劇を開始しました。17周目の90度コーナーで2台をパスし、No.64カーティケヤン選手がピットインし
たこともあって10位にジャンプアップ。関口も7位へとポジションを上げました。20周目、平川はさらに1台をパスして9位。
飛ばしに飛ばした22周目にNo.15福住仁嶺選手（TEAM MUGEN）の前に出て、関口の後ろ、8位にまでポジションを回復。
23周目には関口に道を譲られ、その後上位陣のピットインと自らオーバーテイクで順位を上げ、28周目にはトップのNo.1
石浦選手から17.983秒遅れの2位となりました。平川はさらにプッシュして、トップとの差を詰めていきますが、39周を終え
て2度目のピットに入ります。
　その一方。関口はチームメイト平川を全力でサポートしていました。自身はまだピットに入っていないにも関わらず、タ
イヤ交換を終えて平川を追うNo.6松下選手やNo.3キャシディ選手をずっと抑えていたのです。38周目に抜かれるまで、消
耗しきったソフトタイヤで頑張りぬきました。この関口の貢献によって、平川は2位を保ったままコースに復帰できたので
す。平川を送り出したばかりのピットへ、ようやく関口も入りました。
　コースに復帰した平川は、後続を寄せ付けぬ走りを見せて2位の座を守り切りチェッカー！ 9番手スタートから7つもポ
ジションを上げての表彰台。チームとしてベストな結果を得るための果敢な戦略が功を奏したのです。関口は16位でのフ
ィニッシュですが、チームに貢献してくれ、底力を見せてくれました。今回も皆様からの暖かく熱いお言葉が励みになって
おります。ありがとうございます。

　第5戦を終え、ITOCHU ENEX TEAM IMPULのドライバーは、No.20平川亮がシリーズランキング4位、No.19関口雄飛
が同5位につけました。今シーズンも残り2戦。タイトルを獲得するため、次戦の岡山大会も優勝を期しております。ご声援
のほど、よろしくお願いします。

TEAM IMPUL Next Race Information
●全日本スーパーフォーミュラ選手権 第6戦9/8（土）～9（日）岡山国際サーキット
●SUPER GT 第6戦 9/15（土）～16（日）スポーツランドSUGO

IMPUL.official@IMPUL_officialwww.impul.co.jp
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敬称略・順不同ご支援 誠にありがとうございます。



No.19   関口  雄飛
Yuhi Sekiguchi

No.20   平川 亮
 Ryo Hirakawa

ドライバーからのコメント

後方スタートから表彰台獲得を目標に

強い意思を持って決勝レースを戦いましたが

悲惨な1日となりました。

腐らず焦らず

柏木エンジニアと、自分達の感覚を信じ次に備えます！

2ストップ作戦がうまく決まり、

途中からはトップを狙えるところまで行けました。

次は得意の岡山なので、このままの流れで優勝狙います

！引き続き応援よろしくお願いします！
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